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片麻痺患者におけるペグ訓練時の学習曲線
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【は じめに 】

作業療法で は協調 運 動 障 害 や巧緻運動障害 の 改 普 目的

で ペ グ に よ る訓 繍 が 行わ れ て い る。 ペ グ訓 練 で は回数 を

重ね る ご とに ペ グ 動作 の 学 習が 行 わ れ 、時間 が 短 縮 さ れ

て い く。 学 習 の 結 果 、パ フ ォー マ ン スは 改 善 され る。 こ

れ は 技 能 の 向 上 で あ り、 パ フ ォ ー マ ンス の 経 時 的 変 化 を

グ ラフ に よっ て示 した も の が学 習曲線 で あ る。

しか し、 過 去 の 文 献で ペ グ訓 練 時 の 学 習 曲 線 に つ い て

の 報 告 はさ れ て い ない 。

今 回 、 我 々 は 片麻 痒 患 者 にお け るベ ク 訓 練 時 の 学 習 曲

線 を調べた の で報 告 す る 。

【対 象】

対 象 は健常者5名 、平均 年齢56.6±21.5歳 、 二 等 分 線

テ ス トとAlbert試 験 で異 常 を 認 め なか った運動 機 能 変 化

の 少 な い片麻痺 患 者7名 、平均 年 齢65.4±11.8歳 と した 。

【方 法 】

健 常者 は利 き手(5手)、 片麻痺 患者 は 利 き手麻痺 側(7

手)で ペ グ訓 練 を行 い 、 ベ グ25本 反 転 時 閥 を測 定 した 。

ペ グ の 寸法 は横0.8cｍx長 さ3.5cｍ を使用 し、測 定 は 土 日

の 休 日 を含 む2週間 に計5回 行 い毎回 反 転 時 間 を 測定 し

た 。

【結 果 】

学 習曲 線 は時間 延 長(下 降)、 短縮(上 昇)と 表 現 す ると、

〈 健常 者:利 き手 〉

1)は じめ 上 昇 して その 後 は 変化 が 少 な い

2)は じめ 下 降 し、そ の 後 上昇

3)変 化 が 少 な い＜

片麻痺 者:利 き手麻痺 側>

1)は じめ 上 昇 しその後 下 降

2)は じめ 上 昇、 途 中 下 降 、再 び 上 昇

(3例)

(1例)

(1例)

(3例)

(4例)

た だ し、土曜 ・日曜の 休 日後 に 下降 した も のは な か っ た 。

【考 察 】

辰 野 に よ る と学 習曲線 は1:直 線 状 曲線 、2:積 極 的

加 速度 曲線 、3:消 極 的 加 速 度 曲 線 、4:積 極 的 ～消 極

的加 速 度 曲 線 、5:消 極 的 ～ 積 極 的 加速 度 曲線 に分類 す

る こ とが で き る。 今 回 の 実 験 で は 健 常 者 は 消極 的加速度

曲線(は じ め は 上昇 して そ の 後 は 変 化 が 少 な い)が3例

と 最 も多 か っ た。 麻 痺 側 で は 消 極 的 ～ 積極 的 加 速度 曲 線

(は じめ 上 昇 し、 途 中 下 降 し、 再 び 上 昇 す る)が4例 と

過 半数 を 占め 、 は じめ 上 昇 し、 そ の 後 下 降 す る 例が3例

と な った 。 は じめ 上 昇 し、 そ の 後 下 降 す る例 で は5回 目

以 降 を追 跡 して み ると 再 び 上 昇 して い た 。つ ま り、 麻 痺

側 で は 消極 的 ～ 積 極的加速度曲線 が 全 例 と な った 。

健 常 者 で 多 か った 消極 的 加 速 度 曲 線 は最 も 一般 的 な 学

習 曲 線 で あ る。 は じめ は 努 力 す れ ば成 果 が あ が り、 調 子

よ くは か ど るが 、 や が て い く ら作業 を行 って も 思 う よ う

に成 果 が 上 が らな くな る 。 こ れ は 健 常者 に はペ グ動 作 が

容 易 で あ るか らだ と考 え られ る 。 消極 的～ 積 極 的 加 速 度

曲 線 は訓練 の 成 果 と努 力 の 関 係 に 最 も あ ては ま る学 習 曲

線 と され て い る。 中 間 部 分 の作業量 が 伸 び 悩 み 、 や や 低

下 す る時 期 が い わ ゆ る ス ラ ン プ の時 期 で あ る。 しか し、

中間部 分 を過 き る と再 び 上 昇 す る.中 間部 分 の低 下 の 原

因 と して は 、 ベ グ 訓 練 の よ う な巧 緻動作 は精神的 緊 張 や

不 安 な どの覚醒 レベ ル と関 係 して い る こ とが 考 え られ る。

巧 緻 動 作 で は 覚 醒 レベ ル は 中 等度 程度 が よ く、 それ よ り

低 くて も 、 高 くて も パ フ ォ ー マ ン ス は低 下 す る 。片麻痺

患 者 麻 痺 側 で は運動 機能 障 害 が あ る た め健 常 者 とは 異 な

り、麻痺 側 を 動か そ う と す る と き覚醒 レベ ル が 上昇 す る 。

患 者 の訓練 の様 子 か ら感 じ た こ と は、 訓 練 は じ めは 「で

きれ ば 良 い 。」 と考 え て お り精 神 的 緊張 は 中 等 度 で あ り、

何 回 か 回数 を里 ね る と 「早 くや らな けれ ば。」 と い う精神

的 緊 張 が 過 度 お こ り、 更 に 回数 を重ねると ペ グ動 作 が 学

習 され 緊 張 が落ち着いてくる 。 そ の ため 、 今 回 のよ うな

学 習 曲線 に な っ た と考 え られ る 。

以 上 よ り麻痺側 の作業量 が 一時 期 下降 して も その 後 、

上 昇 す る 例 が 多 い の で あ き ら め ず に訓 練 をす る こ とが 重

要 で あ る。
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